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2．遺構外出土遺物

遺構外から縄文土器が927点（9,061.4ｇ）、土製品が５点（53.1ｇ）、石器が36点（8,121.9ｇ）出土した。

（1）土器、土製品（第 38 ～ 42 図、第５表、写真図版 33 ～ 35）

出土した縄文土器、土製品のうち73点を図化した。第38図１～６は２ないし３本を単位とする沈線で文様が

施文される。７は口縁部に細い隆帯が貼付され、矢羽根状の沈線文が施文される。８は充填縄文である。９は沈

線文である。10・11は磨消縄文であり、10の口縁部には縦長の瘤が貼付される。12は折り返し口縁をもち、L無

節縄文が施文される。口唇部には刻みが加えられる。13～15は２ないし３本を単位とする沈線文が施文される

深鉢形土器の胴部である。16・17は充填縄文である。第39図18～28は壺形土器である。18は頸部にLR縄文が施

文された隆帯が貼付される。胴部は磨消縄文である。20・21も隆帯に縄文が施文される。また、隆帯に沿って

沈線が加えられる。22～24・27・28は磨消縄文、26は充填縄文である。29は注口である。第40図30～32は縄文

が施文される深鉢形土器である。33～35は縄文を地文とし、口縁に並行する２本の沈線が施文される。36・37

は撚紐の押捺によって口縁部に無文帯をもつ。38は折り返し口縁をもつ深鉢形土器である。39・40は縄文が施

文される壺形土器、41～44は深鉢形土器の胴部である。第41図45～62は撚糸文、網目状撚糸文が施文される深

鉢形土器である。48～51は折り返し口縁であり、48・49の折り返し部分には撚糸文の施文は認められない。62

は網目状撚糸文の上端が横位の沈線で区画される。63は櫛歯状沈線が格子状に施文される。64は頸部を隆帯で

区画し口縁部には垂下する隆帯を貼付する。65は口縁部に横位の沈線が施文される。第42図66～68は底部である。

69はミニチュア土器の底部である。70～73は円盤状土製品である。９・58については付着炭化物の放射性炭素

年代測定を実施し、９は縄文時代後期前葉から中葉、58は縄文時代後期中葉に相当する測定値を示した。

（2）石器（第 43 ～ 48 図、第６表、写真図版 36 ～ 41）

出土した石器36点すべてを図化した。第43図１は剥片の端部に錐部を作出したチャートの石錐である。２・

３は頁岩の二次加工剥片である。４は小形の石核、第43図５～７、第44図８～10は剥片である。第44図11・

12は礫を素材とする打製石斧の基端部である。13～15は礫の端部に刃部が作出された礫器であり、15には被熱

による剥落が認められる。第45図16～20は磨製石斧である。19には敲打整形、研磨の跡がみられる。第46図21

～25、第47図26～28は敲石である。22・24には敲打後の部分的な擦りがみられる。28は磨石の転用である。第

47図29は特殊磨石、30～35は磨石である。30は角礫の表面側、31・34・35は扁平な円礫の全面に磨りがみられる。

36は花崗閃緑岩の石皿である。
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第●図　遺構外　出土遺物　土器（１）
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第38図　遺構外出土遺物　土器（１）
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第39図　遺構外出土遺物　土器（２）
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第●図　遺構外　出土遺物　土器（３）
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第40図　遺構外出土遺物　土器（３）
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第●図　遺構外　出土遺物　土器（４）
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第41図　遺構外出土遺物　土器（４）
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第●図　遺構外　出土遺物　土器（５）
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第42図　遺構外出土遺物　土器（５）・土製品
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第●図　遺構外　出土遺物①
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第43図　遺構外出土遺物　石器（１）
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第44図　遺構外出土遺物　石器（２）
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第●図　遺構外　出土遺物③
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第45図　遺構外出土遺物　石器（３）
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第●図　遺構外　出土遺物④
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第46図　遺構外出土遺物　石器（４）
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第●図　遺構外　出土遺物⑤
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第47図　遺構外出土遺物　石器（５）
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第●図　遺構外　出土遺物⑥
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第48図　遺構外出土遺物　石器（６）
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第５表　遺構外出土遺物観察表　土器（１）

番号 出土位置 器種・部位 文様等 胎土
遺存

状況

器厚																					

（mm）

色調
備考

外面 内面

遺構外　（第 38 ～ 42 図、写真図版 33 ～ 35）

1	 調査地内 深鉢
口縁部

～胴部
沈線 堅緻　砂礫・砂粒含む 良好 7.0	 10YR7/4 にぶい黄橙色 10YR7/2 にぶい黄橙色 外面炭化物付着

2	 調査地内 深鉢 口縁部 LR 縦位・斜位、沈線、磨消 堅緻　砂粒含む 良好 5.0	 10YR6/3 にぶい黄橙色 10YR5/3 にぶい黄褐色

3	 調査地内 深鉢 口縁部 緩やかな波状　沈線 堅緻　砂礫・砂粒含む 良好 5.0	 7.5YR7/6 橙色 10YR6/4 にぶい黄橙色

4	 調査地内 深鉢 口縁部 L無節縦位、沈線 緻密　砂粒含む 良好 5.0	 2.5Y7/3 浅黄色 2.5Y7/3 浅黄色

5	 調査地内 深鉢 口縁部 緩やかな波状　沈線 緻密　砂礫・砂粒含む 良好 9.0	 7.5YR7/2 明褐灰色 7.5YR6/2 灰褐色 外面炭化物付着

6	 調査地内 深鉢 口縁部
緩やかな波状　L無節横位、

沈線、磨消
堅緻　砂礫・砂粒含む 良好 6.0	 7.5YR5/4 にぶい褐色 10YR6/2 灰黄褐色

7	 調査地内 深鉢 口縁部 隆帯　沈線 堅緻　砂礫・砂粒含む 良好 8.0	 7.5YR7/4 にぶい橙色 5YR6/6 橙色
業者・河本氏胎土

分析

8	 調査地内 壺 胴部 沈線、LR 横位 緻密　砂粒含む 良好 8.0	 10YR8/3 浅黄橙色 10YR7/3 にぶい黄橙色

9	 調査地内 深鉢 口縁部 沈線 緻密　砂礫・砂粒含む 良好 6.0	 7.5YR7/4 にぶい橙色 10YR6/3 にぶい黄橙色

外面炭化物付着

年代測定試料

輪積み痕

業者・河本氏胎土

分析

10	 調査地内 深鉢 口縁部
貼瘤、L無節横位、沈線、

磨消
緻密　砂礫・砂粒含む 良好 5.0	 10YR8/4 浅黄橙色 10YR8/3 浅黄橙色

11	 調査地内 深鉢 口縁部
緩やかな波状　LR 横位、沈

線、磨消、LR 縦位、沈線
堅緻　砂粒含む 良好 7.0	 10YR6/2 灰黄褐色 2.5Y8/2 灰白色

12	 O8 深鉢 口縁部
折り返し口縁　沈線、L無節

横位・縦位　口唇部：刻み
緻密　砂粒含む 良好 7.0	 10YR8/3 浅黄橙色 10YR7/3 にぶい黄橙色 河本氏胎土分析

13	 調査地内 深鉢 胴部 沈線 緻密　砂粒含む 良好 6.0	 7.5YR7/4 にぶい橙色 2.5Y5/1 黄灰色
業者・河本氏胎土

分析

14	 調査地内 深鉢 胴部 沈線 緻密　砂礫・砂粒含む 良好 5.0	 5YR6/6 橙色 7.5YR5/6 明褐色

15	 調査地内 深鉢 胴部 沈線 緻密　砂礫・砂粒含む 良好 7.0	 7.5YR6/6 橙色 10YR6/4 にぶい黄橙色

16	 調査地内 深鉢 胴部 沈線、L無節縦位・斜位 緻密　砂粒含む 良好 5.0	 10YR6/1 褐灰色 10YR7/4 にぶい黄橙色

17	 調査地内 深鉢 胴部
沈線、L無節横位・縦位・

斜位
堅緻　砂粒含む 良好 7.0	 10YR6/2 灰黄褐色 10YR6/1 褐灰色

業者・河本氏胎土

分析

18	 L11 壺 胴部
隆帯（LR 縄文施文）　LR 横

位、沈線、磨消
緻密　砂礫・砂粒含む 良好 5.0	 10YR6/3 にぶい黄橙色 10YR5/3 にぶい黄褐色

業者・河本氏胎土

分析

19	 調査地内 壺 胴部 沈線 堅緻　砂粒含む 良好 5.0	 7.5YR6/1 褐灰色 10YR6/2 灰黄褐色

20	 調査地内 壺 胴部 隆帯、沈線、LR 横位？ 緻密　砂礫・砂粒含む 良好 9.0	 10YR8/2 灰白色 10YR7/2 にぶい黄橙色
業者・河本氏胎土

分析

21	 調査地内 壺 胴部
隆帯、L無節横位・斜位、

沈線
緻密　砂礫・砂粒含む 良好 11.0	 2.5Y8/3 淡黄色 10YR7/4 にぶい黄橙色

22	 L11 壺 胴部 LR 横位・斜位、沈線、磨消 緻密　砂礫・砂粒含む 良好 5.0	 10YR6/3 にぶい黄橙色 7.5YR6/4 にぶい橙色

23	 調査地内 壺 胴部 L無節横位、沈線、磨消 緻密　砂粒含む 良好 5.0	 10YR8/4 浅黄橙色 10YR7/3 にぶい黄橙色 輪積み痕

24	 調査地内 壺 胴部 LR 縦位、沈線、磨消 緻密　砂礫・砂粒含む 良好 7.0	 10YR6/3 にぶい黄橙色 10YR5/2 灰黄褐色

25	 I13 壺 胴部 沈線 緻密　砂粒含む 良好 6.0	 10YR7/3 にぶい黄橙色 10YR7/3 にぶい黄橙色

26	 K3 壺 胴部 沈線、LR 横位 堅緻　砂礫・砂粒含む 良好 5.0	 7.5YR6/4 にぶい橙色 10YR1.7/1 黒色

27	 L11 壺 胴部 LR 横位、沈線、磨消 緻密　砂礫・砂粒含む 良好 5.0	 7.5YR6/6 橙色 7.5YR6/4 にぶい橙色

28	 調査地内 壺 胴部 LR 横位・斜位、沈線、磨消 堅緻　砂礫・砂粒含む 良好 6.0	 10YR6/3 にぶい黄橙色 7.5YR5/4 にぶい褐色

29	 調査地内 注口 注口部 無文（ミガキ） 緻密　砂粒含む 良好 9.0	 7.5YR7/4 にぶい橙色 10YR5/2 灰黄褐色

30	 J5 深鉢
口縁部

～胴部
LR 横位・斜位 緻密　砂礫・砂粒含む 良好 7.0	 10YR6/3 にぶい黄橙色 10YR7/3 にぶい黄橙色

内外面炭化物付着

輪積み痕

業者・河本氏胎土

分析

31	 調査地内 深鉢 口縁部 緩やかな波状　L無節縦位 緻密　砂礫・砂粒含む 良好 7.0	 10YR7/2 にぶい黄橙色 10YR7/3 にぶい黄橙色

外面炭化物付着

輪積み痕

河本氏胎土分析



‒	252	‒

番号 出土位置 器種・部位 文様等 胎土
遺存

状況

器厚																					

（mm）

色調
備考

外面 内面

32	 調査地内 深鉢 口縁部 LR 横位 緻密　砂礫・砂粒含む 良好 6.0	 10YR5/2 灰黄褐色 10YR7/3 にぶい黄橙色

33	 調査地内 深鉢 口縁部 LR 縦位、沈線 緻密　砂粒含む 良好 7.0	 7.5YR7/6 橙色 10YR7/4 にぶい黄橙色

34	 調査地内 深鉢
口縁部

～胴部
LR 縦位・斜位、沈線 緻密　砂礫・砂粒含む 良好 8.0	 7.5YR7/4 にぶい橙色 7.5YR7/4 にぶい橙色 河本氏胎土分析

35	 調査地内 深鉢
口縁部

～胴部

口縁部：L無節横位、沈線、

磨消　胴部：L無節縦位
緻密　砂粒含む 良好 7.0	 10YR5/2 灰黄褐色 10YR6/3 にぶい黄橙色

36	 調査地内 深鉢
口縁部

～胴部

口縁部：撚紐の押捺　胴

部：LR 横位
堅緻　砂粒含む 良好 6.0	 10YR8/2 灰白色 10YR8/2 灰白色 河本氏胎土分析

37	 調査地内 深鉢
口縁部

～胴部

口縁部：撚紐の押捺　胴

部：LR 横位
堅緻　砂礫・砂粒含む 良好 5.5 7.5YR5/6 明褐色 7.5YR7/4 にぶい橙色

38	 調査地内 深鉢
口縁部

～胴部

折り返し口縁　L無節横

位　胴部：L無節縦位
緻密　砂粒含む 良好 5.0	 7.5YR6/4 にぶい橙色 7.5YR5/3 にぶい褐色 内面一部剥離

39	 調査地内 壺 胴部 L無節縦位 緻密　砂礫・砂粒含む 良好 5.0	 7.5YR6/4 にぶい橙色 10YR7/3 にぶい黄橙色

40	 調査地内 壺 胴部 LR 横位・斜位 緻密　砂礫・砂粒含む 良好 7.0	 7.5YR6/3 にぶい褐色 N4/0 灰色
外面炭化物付着

河本氏胎土分析

41	 調査地内 深鉢 胴部 LR 斜位 緻密　砂礫・砂粒含む 良好 9.0	 10YR7/3 にぶい黄橙色 10YR7/3 にぶい黄橙色

42	 調査地内 深鉢 胴部 LR 縦位 緻密　砂粒含む 良好 8.0	 7.5YR5/6 明褐色 7.5YR5/8 明褐色

43	 調査地内 深鉢 胴部 L無節縦位 緻密　砂礫・砂粒含む 良好 7.0	 10YR4/3 にぶい黄褐色 7.5YR6/3 にぶい褐色

44	 調査地内 深鉢 胴部 LR 縦位 緻密　砂粒含む 良好 7.0	 7.5YR6/4 にぶい橙色 7.5YR5/6 明褐色

45	 I10 深鉢
口縁部

～胴部
網目状撚糸文 堅緻　砂粒含む 良好 8.0	 10YR7/3 にぶい黄橙色 10YR6/3 にぶい黄橙色

業者・河本氏胎土

分析

46	 調査地内 深鉢 口縁部 撚糸文 緻密　砂礫・砂粒含む 良好 5.0	 2.5Y7/2 灰黄色 2.5Y8/1 灰白色 外面炭化物付着

47	 調査地内 深鉢
口縁部

～胴部
撚糸文 堅緻　砂粒含む 良好 6.0	 2.5Y5/1 黄灰色 2.5Y8/2 灰白色

48	 調査地内 深鉢
口縁部

～胴部
折り返し口縁　撚糸文 緻密　砂粒含む 良好 7.0	 10YR7/3 にぶい黄橙色 10YR7/3 にぶい黄橙色

輪積み痕

河本氏胎土分析

49	 調査地内 深鉢 口縁部 折り返し口縁　撚糸文 緻密　砂礫・砂粒含む 良好 6.0	 10YR6/2 灰黄褐色 7.5YR6/6 橙色

50	 調査地内 深鉢 口縁部 折り返し口縁　撚糸文 堅緻　砂礫・砂粒含む 良好 6.0	 10YR6/4 にぶい黄橙色 7.5YR7/4 にぶい橙色 外面炭化物付着

51	 L7 深鉢 口縁部
折り返し口縁　網目状撚

糸文
堅緻　砂礫・砂粒含む 良好 8.0	 7.5YR6/4 にぶい橙色 7.5YR6/4 にぶい橙色

52	 調査地内 深鉢 胴部 撚糸文 緻密　砂礫・砂粒含む 良好 7.0	 10YR7/3 にぶい黄橙色 10YR7/3 にぶい黄橙色 河本氏胎土分析

53	 L8 深鉢 胴部 撚糸文 堅緻　砂粒含む 良好 7.0	 7.5YR6/4 にぶい橙色 10YR7/3 にぶい黄橙色

54	 調査地内 深鉢 胴部 撚糸文 堅緻　砂粒含む 良好 7.0	 7.5YR6/4 にぶい橙色 7.5YR8/3 浅黄橙色

55	 調査地内 深鉢 胴部 撚糸文 緻密　砂礫・砂粒含む 良好 5.0	 10YR6/2 灰黄褐色 10YR6/4 にぶい黄橙色

56	 調査地内 深鉢 胴部 撚糸文 緻密　砂粒含む 良好 7.0	 10YR8/4 浅黄橙色 10YR8/4 浅黄橙色

57	 調査地内 深鉢 胴部 網目状撚糸文 堅緻　砂礫・砂粒含む 良好 7.0	 10YR7/3 にぶい黄橙色 10YR6/4 にぶい黄橙色

58	 N10 深鉢 胴部 網目状撚糸文 緻密　砂礫・砂粒含む 良好 6.0	 7.5YR5/3 にぶい褐色 7.5YR4/2 灰褐色

外面炭化物付着

年代測定試料

河本氏胎土分析

59	 調査地内 深鉢 胴部 網目状撚糸文 緻密　砂礫・砂粒含む 良好 8.0	 10YR7/3 にぶい黄橙色 10YR7/3 にぶい黄橙色

60	 N10 深鉢 胴部 網目状撚糸文 緻密　砂礫・砂粒含む 良好 6.0	 7.5YR6/6 橙色 10YR7/2 にぶい黄橙色

61	 調査地内 深鉢 胴部 網目状撚糸文 緻密　砂礫・砂粒含む 良好 7.0	 10YR7/3 にぶい黄橙色 7.5YR7/3 にぶい橙色

62	 調査地内 深鉢 胴部 網目状撚糸文、沈線 緻密　砂礫・砂粒含む 良好 7.0	 2.5Y8/3 淡黄色 10YR8/3 浅黄橙色

63	 調査地内 深鉢 胴部 櫛歯状沈線 緻密　砂粒含む 良好 6.0	 10YR8/3 浅黄橙色 10YR7/3 にぶい黄橙色 河本氏胎土分析

64	 調査地内 壺
口縁部

～胴部
隆帯 緻密　砂礫・砂粒含む 良好 7.0	 2.5Y6/1 黄灰色 10YR7/2 にぶい黄橙色 河本氏胎土分析

65	 調査地内 深鉢 口縁部 沈線 緻密　砂礫・砂粒含む 良好 5.0	 10YR8/2 灰白色 10YR8/3 浅黄橙色

第５表　遺構外出土遺物観察表　土器（２）
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番号 出土位置 器種・部位 文様等 胎土
遺存

状況

器厚																					

（mm）

色調
備考

外面 内面

66	 L11 壺 底部 無文（ナデ） 緻密　砂礫・砂粒含む 良好 5.0	 10YR6/4 にぶい黄橙色 10YR6/3 にぶい黄橙色

67	 調査地内 深鉢 底部 緻密　砂礫・砂粒含む 良好 9.0	 7.5YR5/6 明褐色 7.5YR7/4 にぶい橙色 木葉痕

68	 調査地内 深鉢 底部 無文（ナデ） 緻密　砂礫・砂粒含む 良好 14.0	 10YR5/4 にぶい黄褐色 10YR5/3 にぶい黄褐色 内面一部剥離

69	 調査地内
ミニチュア土器

底部
緻密　砂粒含む 良好 3.0	 10YR7/3 にぶい黄橙色 10YR1.7/1 黒色

70	 調査地内 円盤状土製品 LR 横位、沈線 緻密　砂礫・砂粒含む 良好 7.0	 7.5Y2/1 黒色 10YR7/2 にぶい黄橙色

71	 調査地内 円盤状土製品 無文（ナデ） 緻密　砂粒含む 良好 7.0	 10YR4/1 褐灰色 10YR6/3 にぶい黄橙色

72	 調査地内 円盤状土製品 沈線 堅緻　砂粒含む 良好 5.0	 5YR5/6 明赤褐色 5YR5/6 明赤褐色

73	 調査地内 円盤状土製品 L無節縄文 緻密　砂粒含む 磨滅 6.0	 7.5YR7/4 にぶい橙色 7.5YR8/4 浅黄橙色

第５表　遺構外出土遺物観察表　土器（３）・土製品

番号 出土位置 器種
長さ

(mm)

幅

(mm)

厚さ

(mm)

重さ

(g)
石質 産地 備考

遺構外　（第43～48図、写真図版36～41）

1 調査地内 石錐 24.4	 11.8	 6.1	 2.0	
チャート
（赤色チャート）

種市西部・中生代前

半
剥片の端部に錐部を作出している。

2 調査地内 二次加工剥片 22.1 33.3	 7.6	 5.8 頁岩 北上山地 剥片の周縁部に二次加工を施している。

3 調査地内 二次加工剥片 29.8	 44.9	 14.3	 13.3 頁岩 北上山地 剥片の打点部付近に二次加工を施している。

4 調査地内 石核 29.9	 24.8	 13.3 9.0 チャート 種市西部 小形の石核である。

5 調査地内 剥片 59.5	 62.6	 15.2	 57.0	 砂岩 種市西部 自然面打面の剥片である。

6 調査地内 剥片 51.0	 60.0	 13.7	 45.1	 ホルンフェルス 種市西部 自然面打面の剥片である。

7 調査地内 剥片 38.2	 56.2	 12.8	 30.3	 砂岩 種市西部 自然面打面の剥片である。

8 調査地内 剥片 34.3	 52.0	 9.2	 17.8	 ホルンフェルス 種市西部 自然面打面の剥片である。

9 調査地内 剥片 30.8	 37.2	 5.8	 6.3	 砂岩 種市西部 単剥離面打面の剥片である。

10 調査地内 剥片 25.8	 45.0	 10.1	 8.3	 細粒花崗閃緑岩
種市周辺・海岸付近

に多い
単剥離面打面の剥片である。

11 調査地内 打製石斧 62.8	 50.7	 36.6	 169.6	 花崗閃緑斑岩
種市周辺・海岸付近

に多い

礫を素材とした打製石斧の基端部である。刃部側が

欠損している。

12 調査地内 打製石斧 39.4	 45.7	 39.8	 97.4	 玄武岩 種市西部
礫を素材とした打製石斧の基端部である。刃部側が

欠損している。

13 調査地内 礫器 67.7	 113.1	 32.9	 304.0	 頁岩 北上山地 礫の端部に刃を作出した礫器である。

14 調査地内 礫器 114.9	 63.7	 23.8	 286.7	 凝灰岩
種市周辺・海岸付近

に多い

礫の端部に刃を作出した礫器である。右側縁側に敲

打調整がある。

15 調査地内 礫器 106.1	 58.5	 32.1	 275.0	 細粒花崗閃緑岩
種市周辺・海岸付近

に多い

礫の端部に刃を作出した礫器である。左右側縁に敲

打調整がある。被熱による剥落がある。

16 調査地内 磨製石斧 79.4	 45.5	 35.8	 203.7	 細粒花崗閃緑岩
種市周辺・海岸付近

に多い
棒状の礫に敲打調整を施した磨製石斧である。

17 R10 磨製石斧 146.2	 53.6	 30.9	 169.0	 花崗閃緑斑岩 種市周辺 中央部から折損した磨製石斧の接合資料である。

18 調査地内 磨製石斧 102.2	 40.1	 26.0	 171.0	 凝灰岩
種市周辺・海岸付近

に多い
磨製石斧である。部分的に敲打痕がある。

19 調査地内 磨製石斧 110.6	 39.7	 27.2	 181.7	 細粒花崗閃緑岩
種市周辺・海岸付近

に多い

棒状の磨製石斧である。ほぼ全体が敲打整形、部分的

に研磨の跡がみられる。

20 調査地内 磨製石斧 54.4	 46.5	 33.5	 120.0	 凝灰岩
種市周辺・海岸付近

に多い

棒状の礫に敲打調整を施した磨製石斧の基端部であ

る。

21 調査地内 敲石 111.1	 39.7	 23.6	 190.6	 凝灰岩
種市周辺・海岸付近

に多い
棒状磨石の下端部に敲打による衝撃剥離がある。

第６表　遺構外出土遺物観察表　石器（１）
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番号 出土位置 器種
長さ

(mm)

幅

(mm)

厚さ

(mm)

重さ

(g)
石質 産地 備考

22 調査地内 敲石 70.4	 66.0	 38.5	 289.6	 ホルンフェルス 種市西部
礫の端部に敲打痕のある敲石である。敲打後に部分

的に擦りが認められる。

23 J9 敲石 46.6	 47.5	 19.2	 52.5	 ホルンフェルス 種市西部
礫の端部に敲打痕のある敲石である。裏側に欠損が

ある。

24 調査地内 敲石 88.9	 67.1	 40.9	 452.0	 ホルンフェルス 種市西部
礫の端部に敲打痕のある敲石である。敲打後に部分

的に擦りが認められる。

25 調査地内 敲石 97.8	 68.6	 43.9	 505.0	 ホルンフェルス 種市西部 礫の端部に敲打痕のある敲石である。

26 調査地内 敲石 92.1	 74.9	 31.1	 408.5	 ホルンフェルス 種市西部 礫の端部に敲打痕のある敲石である。

27 調査地内 敲石 97.5	 62.6	 40.2	 423.0	 ホルンフェルス 種市西部 礫の端部に敲打痕のある敲石である。

28 調査地内 敲石 80.2	 65.6	 31.8	 307.5	 ホルンフェルス 種市西部
礫の端部に敲打痕のある敲石である。磨石の転用で

ある。

29 調査地内 特殊磨石 130.6	 51.3	 43.2	 440.5	 砂岩 種市西部 特殊磨石である。表裏面にも磨面がある。

30 調査地内 磨石 137.9	 125.2	 60.0	 1,862.0	 アプライト 種市周辺 角礫の表面側を磨いた磨石である。

31 調査地内 磨石 105.9	 62.3	 21.9	 236.3	 デイサイト
種市周辺・海岸付近

に多い
扁平な円礫の全面を磨いた磨石である。

32 調査地内 磨石 79.2	 48.8	 35.0	 171.3	 チャート 種市西部 礫の全面を磨いた磨石である。

33 調査地内 磨石 63.8	 55.0	 10.8	 44.3	 砂岩 種市西部 磨石の破片である。

34 調査地内 磨石 54.6	 41.0	 14.9	 49.5	 流紋岩
種市周辺・海岸付近

に多い
扁平な円礫の全面を磨いた磨石である。

35 調査地内 磨石 27.9	 20.1	 5.8	 5.3	 砂岩 種市西部 扁平な円礫の全面を磨いた磨石である。

36 調査地内 石皿 127.4	 89.3	 33.4	 511.0	 花崗閃緑岩 種市周辺 礫の平坦面を機能面とした石皿の一部である。

第６表　遺構外出土遺物観察表　石器（２）
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3．まとめ

調査の結果、土坑61基、溝状土坑（陥し穴状遺構）４基、ピット40基が検出された。また、フラスコ状を含む

多くの土坑が検出され、遺物量が比較的多いことから、遺跡周辺に集落跡が存在する可能性がある。土器につい

てみると、土坑SK36・SK37から比較的まとまった資料が出土した。第24図１～４は、３～４条の沈線で胴上部

に渦文が施文された十腰内Ⅰ式土器である。また、遺構外から出土した土器群は、縄文時代後期初頭から中葉の

ものと考えられる。

溝状土坑及び遺構外から出土した縄文土器付着炭化物について放射性炭素年代測定を行った。その結果、溝状

土坑TP01の堆積土の１層から出土した土器付着炭化物は縄文時代後期前葉、遺構外出土の縄文土器２点の付着

炭化物については縄文時代後期前葉から後期中葉に相当する測定値が示された。

　株式会社パレオ・ラボが実施した縄文土器の胎土分析では、土器の胎土には放散虫化石、或いは海水種珪藻化

石が特徴的に含まれるため、基盤層に海成層が存在する地域で材料が採取されたものと考えられる。遺跡の所在

地や隣接地には海成層は分布しないため、八戸地域の馬淵川沿い、九戸郡軽米町周辺、洋野町大野金ヶ沢周辺な

どの海成層が分布する地域が想定される。同様の分析結果は、西戸類家Ⅰ遺跡、西戸類家Ⅵ遺跡、馬場Ⅱ遺跡で

も示されている。

　また、南玉川Ⅷ遺跡、西戸類家Ⅵ遺跡、南戸類家Ⅱ遺跡、馬場Ⅱ遺跡、及び比較資料として洋野町内の西平内Ⅰ遺跡、

鹿糠浜Ⅱ遺跡について非破壊による胎土分析を行った。そのうち、早期の土器が含まれると考えられる馬場Ⅱ遺

跡出土土器については、胎土中に植物質を含むものが８点確認され、他の５遺跡とは様相が異なった。比較資料

として分析を行った西平内Ⅰ遺跡は環状列石が確認されている遺跡であるが、土器の胎土で考えると雲母を一定

量含む土器が多いという点では南戸類家Ⅱ遺跡、南玉川Ⅷ遺跡のあり方と似ており、頁岩・チャート又は砂岩・

泥岩を一定量含む土器も多いという点では鹿糠浜Ⅱ遺跡や西戸類家Ⅵ遺跡と似ている。胎土の違いは必ずしも明

確ではなく大局的には同様の胎土のようである。今後の分析資料の蓄積により、土器製作の様相が明らかになる

ことが期待される。
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写真図版１  南玉川Ⅷ遺跡　調査地遠景

調査地遠景

調査地遠景
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写真図版２　南玉川Ⅷ遺跡　調査地全景・調査区全景

調査区全景（合成）

調査地全景
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写真図版３  南玉川Ⅷ遺跡　調査区近景

調査区近景（令和３年度）

調査区近景（令和４年度）
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写真図版４  南玉川Ⅷ遺跡　深掘土層序

深掘土層序

自然科学分析用サンプル採取状況
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写真図版５　土坑 SK01 ～ SK04

SK01　完掘

SK02　完掘

SK01　断面

SK02　断面

SK03　完掘

SK04　完掘

SK03　断面

SK04　断面
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写真図版６　土坑 SK05 ～ SK08

SK05　完掘

SK06　完掘

SK05　断面

SK06　断面

SK07　完掘

SK08　完掘

SK07　断面

SK08　断面
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写真図版７　土坑 SK09 ～ SK12

SK09　完掘

SK10　完掘

SK09　断面

SK10　断面

SK11　完掘

SK12　完掘

SK11　断面

SK12　断面
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写真図版８　土坑 SK13 ～ SK16

SK13　完掘

SK14　完掘

SK13　断面

SK14　断面

SK15　完掘

SK16　完掘

SK15　断面

SK16　断面
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写真図版９　土坑 SK17 ～ SK20

SK17　完掘

SK18　完掘

SK17　断面

SK18　断面

SK19　完掘

SK20　完掘

SK19　断面

SK20　断面
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写真図版 10　土坑 SK20 ～ SK23

SK20　遺物出土状況

SK21　完掘

SK20　遺物出土状況

SK21　断面

SK22　完掘

SK23　完掘

SK22　断面

SK23　断面
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写真図版 11　土坑 SK24 ～ SK27

SK24　完掘

SK25　完掘

SK24　断面

SK25　断面

SK26　完掘

SK27　完掘

SK26　断面

SK27　断面
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写真図版 12　土坑 SK28 ～ SK30

SK28　完掘

SK29　完掘

SK28　断面

SK29　断面

SK30　完掘

SK30　遺物出土状況

SK30　断面

SK30　遺物出土状況
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写真図版 13　土坑 SK31・SK32

SK31　断面

SK32　完掘

SK31　遺物出土状況

SK32　断面

SK32　遺物出土状況 SK32　遺物出土状況

SK31　完掘 SK31　断面
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SK33　完掘

SK33　遺物出土状況

SK33　断面

SK33　遺物出土状況

写真図版 14　土坑 SK33 ～ SK35

SK34　完掘

SK35　完掘

SK34　断面

SK35　断面



‒ 270 ‒

写真図版 15　土坑 SK36・SK37

SK37　完掘

SK36　遺物出土状況

SK36・SK37　遺物出土状況

SK36　遺物出土状況

SK36・SK37　完掘

SK36・SK37　断面

SK36　完掘

SK36・SK37　断面



‒ 271 ‒

SK41　完掘 SK41　断面

SK38　完掘 SK38　断面

写真図版 16　土坑 SK38 ～ SK41

SK39　完掘

SK40　完掘

SK39　断面

SK40　断面



‒ 272 ‒

写真図版 17　土坑 SK42 ～ SK45

SK43　完掘

SK44　完掘

SK43　断面

SK44　断面

SK42　完掘 SK42　断面

SK45　完掘 SK45　断面



‒ 273 ‒

SK49　完掘 SK49　断面

SK46　完掘 SK46　断面

写真図版 18　土坑 SK46 ～ SK49

SK47　完掘

SK48　完掘

SK47　断面

SK48　断面



‒ 274 ‒

SK50　完掘 SK50　断面

写真図版 19　土坑 SK50 ～ SK53

SK51　完掘

SK52　完掘

SK51　断面

SK52　断面

SK53　完掘 SK53　断面



‒ 275 ‒

SK57　完掘 SK57　断面

SK54　完掘 SK54　断面

写真図版 20　土坑 SK54 ～ SK57

SK55　完掘

SK56　完掘

SK55　断面

SK56　断面



‒ 276 ‒

SK58　完掘 SK58　断面

写真図版 21　土坑 SK58 ～ SK61

SK59　完掘

SK60　完掘

SK59　断面

SK60　断面

SK61　完掘 SK61　断面



‒ 277 ‒

TP01　遺物出土状況

TP01　遺物出土状況

TP01　遺物出土状況

TP01　遺物出土状況

TP01　断面TP01　完掘

写真図版 22　溝状土坑 TP01



‒ 278 ‒

TP02　完掘 TP02　断面

写真図版 23　溝状土坑 TP02・TP03

TP03　完掘 TP03　断面



‒ 279 ‒

TP04　完掘 TP04　断面

写真図版 24　溝状土坑 TP04・ピット集中範囲

ピット集中範囲



‒ 280 ‒

SP01　完掘

SP04　完掘

SP07　完掘

SP01　断面

SP04　断面

SP07　断面

SP02　完掘

SP05　完掘

SP08　完掘

SP02　断面

SP05　断面

SP08　断面

SP03　完掘

SP06　完掘

SP09　完掘

SP03　断面

SP06　断面

SP09　断面

写真図版 25　ピット SP01 ～ SP09



‒ 281 ‒

SP10　完掘

SP13　完掘

SP16　完掘

SP10　断面

SP13　断面

SP16　断面

SP11　完掘

SP14　完掘

SP17　完掘

SP11　断面

SP14　断面

SP17　断面

SP12　完掘

SP15　完掘

SP18　完掘

SP12　断面

SP15　断面

SP18　断面

写真図版 26　ピット SP10 ～ SP18



‒ 282 ‒

SP19　完掘

SP22　完掘

SP25　完掘

SP19　断面

SP22　断面

SP25　断面

SP20　完掘

SP23　完掘

SP26　完掘

SP20　断面

SP23　断面

SP26　断面

SP21　完掘

SP24　完掘

SP27　完掘

SP21　断面

SP24　断面

SP27　断面

写真図版 27　ピット SP19 ～ SP27



‒ 283 ‒

SP28　完掘

SP31　完掘

SP34　完掘

SP28　断面

SP31　断面

SP34　断面

SP29　完掘

SP32　完掘

SP35　完掘

SP29　断面

SP32　断面

SP35　断面

SP30　完掘

SP33　完掘

SP36　完掘

SP30　断面

SP33　断面

SP36　断面

写真図版 28　ピット SP28 ～ SP36



‒ 284 ‒

SP37　完掘

SP40　完掘

SP37　断面

SP40　断面

SP38　完掘

SP38　断面

SP39　完掘

SP39　断面

写真図版 29　ピット SP37 ～ SP40
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SK32　

SK33
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2：3 5cm0

写真図版 30　土坑出土遺物（１）
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写真図版 31　土坑出土遺物（２）
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TP01

1：30 10cm

1

2 3

4

5 6 7

8 9

10 11

SP17

1：30 10cm
1

写真図版 32　溝状土坑 TP01　出土遺物　ピット SP17　出土遺物
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写真図版 33　遺構外出土遺物　土器（１）



‒ 289 ‒

写真図版 34　遺構外出土遺物　土器（２）
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写真図版 35　遺構外出土遺物　土器（３）・土製品
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2：3 5cm0

切り抜き中

4
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写真図版 36　遺構外出土遺物　石器（１）
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2：3 5cm0

1：30 10cm
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写真図版 37　遺構外出土遺物　石器（２）
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第●図　遺構外　出土遺物③

1：30 10cm

20

16

17

18
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写真図版 38　遺構外出土遺物　石器（３）
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第●図　遺構外　出土遺物④

1：30 10cm

21

23

24

25
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写真図版 39　遺構外出土遺物　石器（４）
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第●図　遺構外　出土遺物⑤

1：30 10cm

30

29

28

2726

写真図版 40　遺構外出土遺物　石器（５）
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第●図　遺構外　出土遺物⑥

31

32

33 34

35

36

1：30 10cm

写真図版 41　遺構外出土遺物　石器（６）



所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

西戸類家Ⅵ遺跡
狩猟場跡

散布地
縄文時代

土坑５基

溝状土坑２基

ピット 26 基

縄文土器

石 器

鉄 滓

縄文時代の遺物集中

南玉川Ⅷ遺跡
狩猟場跡

散布地
縄文時代

土坑 61 基

溝状土坑４基

ピット 40 基

縄文土器

石 器
縄文時代の土坑群

ふりがな

所収遺跡名

ふりがな

所　在　地

コード 北緯 東経
調査期間 調査面積 調査原因

市町村 遺跡番号 ゜ ′ " ゜ ′ "

西
に し へ る け ろ く い せ き

戸類家Ⅵ遺跡

岩
いわてけん

手県九
くのへぐん

戸郡

洋
ひろのちょう

野町種
たねいち

市

第
だい

10 地
ち わ り

割

03507 IF68-2175

40°

21′

13″

141°

41′

45″

20220523

～

20220616

451 ㎡ 風力発電事業

南
みなみたまがわはちいせき

玉川Ⅷ遺跡

岩
いわてけん

手県九
くのへぐん

戸郡

洋
ひろのちょう

野町種
たねいち

市

第
だい

11 地
ち わ り

割

03507 IF68-1096

40°

21′

36″

141°

41′

10″

20210913

～

20220420

4,321 ㎡ 風力発電事業
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